
佐倉市教育委員会 1

※文科省「GIGAスクール構想の実現へ」より



佐倉市GIGAスクール構想
教育ビジョンに基づく施策「学力向上・学習内容の充実」

佐倉市教育委員会

「わかる授業」「楽しい授業」を実践し、「もっと学びたい」という意欲を高めるととも
に、各教科や総合的な学習の時間では、自ら課題を見つけ自ら解決する力や学
びあいなどを通じてコミュニケーション能力を育てていきます。また、保護者との連
携を図りながら家庭学習の習慣化を図ります。
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佐倉市GIGAスクール構想学びのイメージ

ステップ１ ICT機器操作ができる
・機器の使用方法や取り扱い方について知る。 ・基本的な技能を身に付ける。 ・情報モラルについて学ぶ。

ステップ２ ICTを活用する（児童生徒が効果的に学べるよう教師が学び方を支援する）
・動画や写真を撮影する。
・インターネットなどを使い、検索する。
・小テストをタブレットで行う。

・文章を作成する。
・作品や意見へ相互にコメントする。
・新聞などをクラウドで共同製作する。

・情報を共有する。

ステップ４ 個別最適×協働的な学びで主体的・対話的な深い学びの実現
・児童生徒がICTを活用して自ら学習状況を把握し、主体的に学習を調整する。
・異なる考え方をICTを活用して組み合わせ、より良い学びを生み出す。
・予測不可能な未来社会の形成に参画できる学びを児童生徒と教師で創る。

ステップ３ ICTを活用し、児童生徒が教師と共に学び方を決める
・AIドリルで学ぶ。
・様々な情報を主体的に収集、整理、分析する。
・推敲しながら長文を作成する。
・写真や音声、動画などを用いた多様な資料、作品の作成。

・つながる相手を自ら選択し
て協働する。



染井野小学校ICT活用

ICT活用における目指す児童像

知る
様々なツールに関心をもち、
タブレット端末を使うことの良

さに気付く

広げる
基本的な使い方を
身に付け、自ら進
んでツールを使う
ことができる

深める
目的に応じて
ツールや学習方
法を選択し、学習
を進めることがで

きる

児童の選択への助言・支援

教師の働きかけ

様々なツールを用い、
効率的で効果的な学習指導

校内外での研修でのICT活用方法
の共有及び様々な場面での活用



内閣府 総合科学技術会議

研究における中心テーマ





ロイロノートの活用
～学び合うための教育ICTツール「ロイロノート」を、今年度より本格的に導入しました～

子供達の学びを共有・蓄積することができ、協働的な学びや学年を超えた既習事項の復習が、スムーズになりました。

（通常ノート） （テスト・アンケート）（共有ノート）

文字だけでなく、写真や動画・録音も活用して、
様々な方法で自分の考えを表現しながら学習
を進めました。

目的に合ったシンキングツールを活用し、様々
な思考スキルの習得を目指しました。

共同編集：同時編集で、学んだことを資料や
新聞にまとめました。

協働学習：考えの共有と整理により、意見交流
が活発になりました。

テスト機能：自動採点機能により、すぐに
見直しが可能になりました。

アンケート機能：リアルタイムで回答結果が分かり、
グラフや表で整理されます。

参考：【ロイロノート・スクール】１人１台GIGAスクールに最適な授業支援クラウド
https://n.loilo.tv/ja/（2025,2）



【思考を可視化するために】

「考える技法」と「思考ツール」は次のようになります。

思考ツールありきにならずに、まずは「何を考えさせるのか」の方
針を確立してから、思考ツールを選択することが大切です。

各教科汎用的な思考力「考える技法」

１．順序づける
複数の対象につい
て、ある視点や条件
に沿って対象を並
べ替える。

２．比較する
複数の対象につ
いて、ある視点か
ら共通点や相違
点を明らかにする。
象を並べ替える。

３．分類する
複数の対象に
ついて、ある視
点から共通点の
あるもの同士を
まとめる。

４．関連づける
複数の対象がどのよう
な関係にあるかを見
付ける。ある対象に関
係するものを見付けて
増やしていく。

５．多面的に見る。多角的
に見る。

対象のもつ複数の性質に着目
したり、対象の異なる複数の角
度から捉えたりする。

６．理由づける。
対象の理由や原因、根
拠を見付けたり、予想し
たりする。

７．見通す。
見通しを立てる。物事の
結果を予想する。。

８．具体化する。
対象に関する上位概念・規則に
当てはまる具体例を挙げたり、
対象を構成する下位概念や要
素に分けたりする。

９．抽象化する。
対象に関する上位概念や
法則を挙げたり、複数の対
象を一つにまとめたりする。

１０．構造化する。
考えを構造的（網構
造、層構造など）に整
理する。

【考え方をもっと理解を深めるために】

考え方のベースとなる「考える技法」を理解すると理解が進みます。



思考ツール実践例
クラゲチャートベン図 情報分析チャートくまでチャート

６年国語「津田梅子」４年国語「『クラスの不思議ずかん』
を作ろう」

５年国語「みすゞさがしの旅」
３年社会「事故や事件からくらしを守
る」



１年生のICT活用実践例
算数「100までのかずのけいさん」 体育「マットあそび」

誰と学びたいのか
考え、友達と一緒に
学習を進めました。
数え棒の操作や図、
言葉にして説明しま
した。ノートの写真を
撮り、ロイロノートで
共有することで、友
達の考えを見ながら、
学習を進める児童も
いました。

できるようになった技
を動画で撮って、共有
しました。撮った動画を
見て、振り返り、更に上
手になるように練習しま
した。



２年生のICT活用実践例
算数「たし算とひき算のひっ算（２）」

「かけ算（２）」

計画表を見ながら、自
分で学習を進めました。
誰と学ぶのかを考え、
友達と問題解決を目指
しました。既習事項を活
用しながら、様々な方
法で説明をすることが
できました。考え方をロ
イロノートで共有するこ
とで、理解を深めました。

１年生と一緒に「学校探検」
「校外学習計画」

入学したばかりの１年
生に学校を案内し、
Kahoot!で学校クイズを
出しました。タブレットの
ログインなどの基本的な
使い方を伝えることもで
きました。

動物公園のHPを見
ながら、どんな動物が
いるのか調べ、ロイロ
ノートを使って行程を
考えることができました。



３年生のICT活用実践例
社会「事故や事件からくらしを守る」

自分に合った学習の進
め方で調べ学習を行い
ました。始めに目標を確
認し、教科書を中心に
調べ学習を進めました。

理科「音のふしぎ」

太鼓を叩いて音を鳴ら
すと振動で太鼓の中の
ビーズが動く様子を動
画で記録しました。弱
く叩いた時と強く叩い
た時の様子を比べて考

察しました。



はじめて学習する単元で
は、ニュースの映像や写真
で単元への興味をひきまし
た。どんな人が活躍してい
るのかという問題に対する、
ほかの人の予想を自分の
画面でも見ることができま

す。

単元で学習する内容をあ
らかじめ把握し、調べる計
画を自分でたてて、学習

をすすめます。

社会 「自然災害から
くらしを守る」

総合 「地域の安全について学ぼう」

学区内の危険な箇所について、交通安全と防犯
の視点から安全マップを作成しました。共有機能
を使い、同時に編集しました。校内やホームペー

ジで周知しました。



５年生のICT活用実践例

社会「これからの工業とわたしたち」 理科「ふりこの性質」

学習計画表があることで自
分で調べる順序や内容を決
めやすくなり、見通しをもって
取り組むことができました。

３つの実験（ふりこの長さ・お
もりの重さ・ふれはば）をどの順
で行うのか、ふりこの長さやふ
れはばをどうするのか、各班で
話し合って決めました。

自分たちで決めて検討してい
くことで、より主体的に取り組む
ことができました。

今日の授業で自分が調べる
ことを提出し、誰が何に取り組
んでいるのかをわかるようにし
ました。一緒に調べる人やま
とめの共有をする人が見つけ
やすくなりました。



６年生のICT活用実践例
筆者の書き方の工夫を見
つけるために、教科書の本
文とチャットGPTで作成した
普通の文とを比べました。
見つけた工夫から筆者の意
図を考え、作戦名を考える
学習を思考ツールでまとめ

ました。

国語「迷う」 理科「てこのはたらき」

実験用てこのうでの傾き方を調
べたり、釣り合う時の条件を見つ
けたりする時には、実験の様子を
写真や動画で記録したり、表にま
とめたりしました。児童それぞれが
分かりやすい方法でまとめました。



ガーデンのICT活用実践例

生活単元学習「買い物学習」

コインの種類を覚えて、同じ
金額になるようにコインを操作
しました。細かい金額でも、そ
れぞれのコインが何枚必要か
考えてぴったり支払えるコイン
を枠の中に動かして表せるよう

になりました。

タブレットで学習したことを
実際のお金を使ってセルフレ
ジで支払う練習をし、お店へ
行って買い物実践へとつなげ

ました。



専科のICT活用実践例

聴いた音楽を、感じたこ
と、気付いたことに分け
てまとめ、友達のノートを
互いに見合って共有しま

した。

ペア練習で、ロイロノートを使っ
て音源を流したり、観点を確認
しながらアドバイスしたりしまし

た。

教科書のQRコードを読み込
み、音楽づくりの作業ペー
ジを開きます。指定され和
音から音の上がり下がりに
合わせて音を選び、音楽づ

くりを行いました。

家庭科では、トートバッグやランチョン
マットの製作過程を、教師が作る人の目
線で動画を撮り、ロイロノートで見られる
ようにしました。児童は自分の進度に合
わせて個々に確認しながら、細かいとこ
ろまで丁寧に作業を進めることができま

した。

音楽 家庭科



ワールドのICT活用実践例
１年生 国語 「はじめて しった 学校のこと」（ロイロノートの活用）

ロイロノートの録画機能を使って、自
分たちでインタビューの練習をして、
すぐに動画で動きなどをチェックしま
した。

今回は大画面で、みんなで視聴しました。もう少し活用
が進めば、お互いにタブレット上で動画を見てチェック
しあえるようになれたらいいと思います。



まとめ

今年度

・個別最適な学びを実現できるようになり、児童の意欲も向上している。

・学習の仕方を確立し、自分にあった方法で学習する児童が増えている。

・ICTリテラシーがより向上し、自分たちの思いや考えを表現するためのツールとし
て、授業内だけでなく係活動や委員会活動など様々な場面での活用が増えた。

来年度

・『多様な子供たちに対してICTも活用し個別最適な学びと協働的な学びを一体
的に充実』の実現を目的とし、より一層児童の学習を深められるようにする。


